
【主な取組】
①業務プロセスの可視化
本社および店舗の業務を洗い出し、業務プロセスの可視化を行う事で
業務効率化を図るとともに、自動化する業務を選定。

②選定した業務の自動化構築（RPA/AI-OCR）
・自賠責処理業務の自動登録業務構築
・下取予定明細自動入力業務構築
・JAF申込内容確認書自動入力業務構築
・部品入庫自動処理業務構築

県内取組事例

宮崎県内の取組事例を紹介します。

○○（ＤＸ取組事例）

（1）RPA/AI-OCR活用による業務自動化事業

事 業 者：宮崎トヨタ自動車株式会社（宮崎県宮崎市）
立ち位置：ユーザー
取組概要： ①本社業務および店舗業務プロセスの可視化

②選定業務の自動化

取組を始めた背景：
宮崎トヨタグループの業務統一化を進めるうえで、業務可視化を行い、不要な
業務の排除と、ルーティーンワークに対して作業自動化を導入することで業務
効率化を図りたい。

効果（成果）と今後の課題：
【効果（成果）】
・4業務8本構築を行い、年間522時間の削減を実現。

【今後の展望と課題】
宮崎トヨタグループの業務統一化（2023年5月）の実施に伴い、今回対象業務
の処理件数は大幅増加（4倍増）が見込まれます。総店舗数も45店舗となり、
今回の補助事業対象業務も多店舗展開を計画しており、今後も更なる事業削減
が見込まれます。
課題としては、利用店舗が大きく増えるにあたり、AI-OCRの読み取り数が増加
する為、対象業務の選定に関しては、費用対効果の明確化を行った上で業務選
定を行う必要がある。

RPA/AI-OCRを活用し、本社および店舗業務の統一と効率化を実現
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